
ワークショップスケジュール 

第 1 回：9 月 17 日（土） 

第 2 回：10 月 15 日（土） 

第 3 回：10 月 29 日（土） 

第 4 回：11 月 20 日（日） 

第 5 回：12 月 11 日（日） 

第 6 回：1 月 14 日（土）予備日 

※開催時間は全て 10：00～12：00 

（仮称）鎌倉地域の漁港にかかるワークショップを始めました！ 

● これまでの経緯 

鎌倉市では、水産業のさらなる振興を図るために鎌倉地域における漁港について検討を行っ

ています。 

鎌倉地域では古くから漁業が行われており、現在でも坂ノ下、

材木座海岸などを拠点として 30 名以上の専業漁業者がシラス

やワカメ養殖などで生計を立てています。しかし、砂浜での出

漁や水揚げ作業などは効率が悪く、重労働を余儀なくされてい

ます。 

昭和 55 年に策定された第 1 次総合計画（実施計画）の当初

から現在の第 3 次総合計画（第２期基本計画 中期実施計画）

に至るまで、鎌倉地域における漁港建設は、長年の検討事項と

なっています。また、鎌倉市都市マスタープラン（平成 10 年

3 月策定、17 年 3 月「増補版」策定）では「（仮称）鎌倉漁港

建設の多角的な検討」が課題として挙げられました。 

鎌倉市では、この課題に対して、これまで鎌倉漁港対策協議

会（昭和 63 年から３次に渡り、本年３月まで開催）で議論を

進めてきましたが、本年 3 月に第 3 次鎌倉漁港対策協議会から答申を得たことから、さらに多

くの市民の皆様から意見を伺うためにワークショップを開催することといたしました。 

● ワークショップについて 

（仮称）鎌倉地域の漁港にかかるワークショップは、

去る 9 月 17 日（土）に第 1 回会議（右写真）を開催し、

年内に５回（予備日として１月に 1 回）の開催を予定し

ています。本ワークショップでは、参加者がそれぞれ“鎌

倉地域の漁業”と“漁港”について考え、話し合い、意

見を出し合っていただくことを大きな目的としています。 

また、傍聴者の方々にも意見を提出していただいたり、

アンケート調査を行うなど、より多くの市民の皆様から

意見を伺いたいと考えておりますので、傍聴をご希望の

方は、裏面に記載の事務局までお問い合わせください。 

なお、開催したワークショップの内容は、市ホームペ

ージやこのニュースレターなどで広く市民の皆様にお伝

えいたします。 

 

（仮称）鎌倉地域の漁港にかかるワークショップ 
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ワークショップ：講師の話を参加者が一方的に聞くの

ではなく、地域にかかわる様々な立場の人々が参加し、

意見を出し合って課題を解決する住民参加型の手法の

ひとつです。 

http://kotobank.jp/word/%E8%AC%9B%E5%B8%AB


● 第 1 回ワークショップの概要 

 

 

開催日時：平成 23 年 9 月 17 日（土） 10：00～12：00 

開催場所：鎌倉市役所 811 会議室 

参 加 者：市民参加者： 公募市民 17 名 

関係団体 16 名、計 33 名 

     傍 聴 者：23 名 

ファシリテータ： 

齋藤潮氏（東京工業大学大学院社会理工学研究科教授） 

プログラム： 

第 1 部 
① 主催者挨拶 
② ファシリテータ・事務局紹介 
③ これまでの経緯説明 
④ ワークショップの趣旨説明 

第 2 部 
⑤ 意見の洗い出し 

-KJ 法による項目整理- 

 

提出された意見：  総 数 １７２件 

ワークショップに対して  ６０件 
環境や生活に関して   １８件 
防災や地域に関して   １８件 
建設費用や効果に関して  １５件 
その他 
聞きたいこと   ４２件 
言いたいこと   １９件 

 
本ワークショップでは、KJ 法という手法を使って、 

参加者から挙げられた全ての意見を整理しました。 
主な意見としては、ワークショップ開催に当たっての準備や周知、やり方、参加者の決

め方、情報公開の在り方、前提条件など、ワークショップの開催そのものに対する意見の
ほか、環境や生活あるいは景観に関する意見、防災や地域コミュニティーに関する意見、
自然環境の保全や生活環境との関係、景観への配慮、防災対策の充実あるいは優先、砂浜
での漁業活動、漁港の建設費用や効果の検討時期などに関する意見が挙げられました。 
また、その他の“聞きたいこと”“言いたいこと”として、漁港が必要な理由、検討が長

期化している理由、これまでの鎌倉漁港対策協議会での議論、市に提出されている陳情に
ついて、あるいは漁業活動への疑問・質問や具体的な漁港建設への要望なども挙げられま
した。 
これらの意見は、分類・整理を行い今後のワークショップで順次、議論します。 

 
KJ 法：ワークショップの参加者が個々に考えたあるいは確認したい課題を書いたカードを

提出し、それを問題のグループに分類していく方法です。多くの意見が提出され、
少数意見も考えることができます。分類された意見を基に、図解にしたり、叙述し
て問題解説の糸口を模索するものです。 
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